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あらまし：高等学校の情報科教員の授業力向上を目的としたオンライン研修環境の設計について提案する．

研修受講者は，授業設計・授業評価システム及び熟練した教員から支援を受けながら，授業の設計，実施，

評価を繰り返し行うことができる実践的で継続的な研修環境を実現する．熟練した教員による授業評価を

経て，教材，指導案，授業動画をデーベースに蓄積することによって事例を増やし，研修環境を充実させ

て情報科教員の研修や教員養成で活用する． 
キーワード：高校情報科，教員研修環境，オンライン，リフレクティブ思考，実践的研修，継続的研修 

 
 
1. はじめに 

2018 年 3 月に改訂された高等学校学習指導要領(1)

で，情報科は「情報技術を活用して問題の発見・解

決を行う学習活動」を重視する「情報Ⅰ」と，「情報

Ⅰ」を発展させて情報システムやデータサイエンス

の基礎等を学ぶ「情報Ⅱ」の 2 科目構成となる．「情

報Ⅰ」は，文理を問わず全ての高校生が履修する共

通必履修科目として，2022 年度から授業が開始され

る．今回の学習指導要領の改訂で情報科の学習内容

は格段に高度化する．一方で，情報科の授業担当教

員の多くは，新教育課程での情報科の授業実施に不

安を抱えており，情報科の学習内容に関する知識と

授業スキルを修得するための実践的かつ継続的な教

員研修環境の構築は喫緊の課題である． 
そこで，筆者らは，高校情報科教員の授業力向上

のための研修環境として，研修受講者が所属する学

校現場で，授業の設計・実施・評価を繰り返し行う

ことができる実践的で継続的な研修環境の構築を目

指している．本稿では，授業に関する多様なリフレ

クションを誘発する機能を有した授業設計および授

業評価システムの設計について提案する． 
 

2. 実践的かつ継続的な研修環境 

2.1 情報科の教員研修 

情報科教員に対する研修が求められてはいるもの

の，現職教員が学校を離れて研修を受ける機会は限

られている．「情報Ⅰ」の授業開始が 2022 年 4 月に

迫る中，文部科学省から 2019 年 3 月には『高等学校

情報科「情報Ⅰ」教員研修用教材』(2)が公開され，

都道府県単位で情報科の学習内容に関する短期の研

修は始まりつつある．情報科教員の指導力向上には，

時間をかけた研修が求められるが，高校教員は多忙

であり，学校を離れて研修施設に赴き，継続的に研

修を受けることは難しい．また，研修内容も指導主

事の講話や事例紹介を聴くような内容の研修が多く，

研修で得たものを実際の授業で活用する段階までカ

バーする実践的な研修は少ない． 
情報科のように専任教員が少ない教科では，研修

を希望する教員が，所属する学校内で情報科教育に

熟練した教員（以下，熟練教員と記す）から，継続

的にメンタリングを受けながら授業力を高めていく

ことは難しい．そこで本研究では，長期に亘って学

校を離れて研修を受けることが難しい状況であって

も，所属する高校現場で，オンラインで継続的な研

修を受講できる環境を構築する． 

2.2 リフレクティブ思考を促す研修 

本研究で構築する研修環境では，高校教員が単に

研修用のｅラーニング教材を視聴するだけでなく，

図 1 のような授業設計支援システム(3)を用いて学校

で実際に行う授業を設計する． 
所属する学校に居ながら，日々の授業を通じて情

報科の授業設計・評価を継続的に行うことによって，

授業力を向上させる．このように，授業実践を伴い

継続的に行う研修をオンラインで支援するシステム

の構築は，情報科の新たな研修手法を提案する研究

である． 
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開発する授業設計支援システムは，図 1 のように，

各授業設計プロセスで，作成内容をインストラクシ

ョナル・デザインの理論のうちガニェの学習成果の

5 分類，9 つの教授事象や ARCS モデルの観点に沿

って研修者自身に検証させる方法を取り，Lin ら(4)

の 4 タイプのリフレクティブ思考【Process displays】
【Process prompts】【Process models】【Reflective social 
discourse】を各プロセスで生起させるように工夫す

る．授業評価支援システムも同様で，この 4 タイプ

のリフレクティブ思考を促す仕組みを導入する．ま

た，他研修者や熟練教員と情報を交換しつつ，授業

の設計と評価を行うことができるよう工夫する． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 授業設計支援システムの概要 
 
3. 総合的な研修環境の構築 

研修受講者は，2.2 節で述べたように，リフレクテ

ィブ思考を働かせながら，図 2 右側の授業設計支援

システムを用いて図 2①～④のステップを経て授業

設計を行う【研修１】．さらに，研修受講者は，授業

を実施後，撮影した授業動画を授業評価支援システ

ムを用いて視聴し，授業を振り返る．また，熟練教

員からの助言を受け，教材や指導案の改善を行う【研

修２】．この【研修 1】→授業実施→【研修 2】を繰

り返すことで，実践的かつ継続的な教員研修を実現

する． 
高等学校学習指導要領解説情報編や文部科学省が

公開している情報科教員研修用教材(2)等の授業設計 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 実践的・継続的な情報科教員の研修環境 

用の資料を収集し，さらに経験が浅い情報科教員に

は作成が難しい教材や優れた指導案を熟練教員の協

力を得て作成して，データベースに蓄積する（図 2
の①～③で利用）．図 2 の④に必要な授業動画は，筆

者らが既に開発している情報科教員研修用ｅラーニ

ング動画教材（プログラミング，情報ネットワーク，

情報倫理等），および熟練教員の授業動画（一部収録

済）から授業設計に有用な授業場面をテキストで検

索できるようにインデックスを付加し(5)データベー

スに登録する．研修受講者は，データベースに登録

した指導案，教材，授業動画等の情報を参照しつつ，

リフレクティブ思考を働かせながら授業設計を行う． 
研修受講者が実施した授業は撮影し，熟練教員や

研修指導主事（評価者）に授業動画を公開する．評

価者は，授業動画を視聴し，筆者らが開発した授業

評価システムを使って授業コメントを入力する．研

修受講者は，その評価コメントに基づいて指導案等

を改善する（図 2 の⑥）．研修受講者と熟練教員とで

受講者が作成した教材，指導案，授業動画を確認し，

良質なものはデータベースに登録してコンテンツを

充実させていく． 
 
4. おわりに 

本稿では，高校情報科教員対象の実践的で継続的

な教員研修環境の設計について提案した．この研修

環境を構成する授業設計および評価支援システムに

ついては今後開発していく．研修環境が整えば，教

員研修を所轄する教育委員会や学校現場の協力を得

ながら，実際の情報科教員の研修で活用していきた

い．さらに，今回提案したオンラインで熟練教員の

支援を受けながら，教育現場で授業設計，授業評価・

改善を繰り返し行う形式で進める教員研修の評価，

および情報科教員の授業力向上について検証を行っ

ていきたい． 
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